
令 和 ６ 年 度

大分市公営企業会計決算審査意見書

水 道 事 業 会 計

公 共 下 水 道 事 業 会 計

大 分 市 監 査 委 員
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（円）

汚水処理原価

使用料単価

（6）使用料単価と汚水処理原価 

  使用料単価と汚水処理原価（1㎥当たり）の状況は次表のとおりである。 

（単位：円） 

区   分 令和６年度 
 

令和５年度 
対前年度増減 

 使 用 料 単 価   （Ａ） 154.55 0.93 153.62 

 汚 水 処 理 原 価   （Ｂ） 164.14 △1.13 165.27 

 処 理 収 益   （Ａ－Ｂ） △9.59 2.06 △11.65 

 

汚水処理費…分流式下水道等に要する経費を控除する前の金額

資本費＝減価償却費＋企業債利息及び企業債取扱諸費等－長期前受金戻入

汚水処理費（維持管理費＋資本費）

有収水量
汚水処理原価＝（注） 使用料単価＝

使用料収益

有収水量

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年度に比べ、使用料単価は 93 銭増加し、汚水処理原価は有収水量が増加したこと等により 1

円 13 銭減少している。 

その結果、処理収益は前年度に比べ 1 ㎥当たり 2円 6 銭増加したものの、依然として使用料単

価が汚水処理原価を下回っており、マイナス 9円 59 銭となっている。 
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経     営     分 

 　　経　　営　  分　　析　　表　（　そ　の　２　） 

収
益
率

×100
総 収 益

総 費 用

0   

100   100   

総 資 本 利 益 率

100   

68.78

営業収益－受託工事収益

そ
の
他

累 積 欠 損 金 比 率 ％ 24.77 25.36 26.34
当年度未処理欠損金

×100

汚水処理費（公費負担分を除く）

企 業 債 残 高
対 事 業 規 模 比 率

％ 1,077.81

経 費 回 収 率 ％ 97.90 101.34 100.64
下水道使用料

×100

918.42 990.99

企業債現在高 － 一般会計負担額

×100

企業債＋他会計借入金＋一時借入金

経 常 収 益
×100

経 常 費 用

営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金

純利益対総収益率 ％ 0   0   

総 収 支 比 率

営 業 収 支 比 率

1.24

136.08
企業債元利償還金
対下水道使用料比率

建設改良のための企業債元利償還金

×100
下水道使用料

利 子 負 担 率 ％
支払利息及び企業債取扱諸費

×100

総 収 益

×100

×100

×100

営業収益－受託工事収益

分　　析　　項　　目

経 常 収 支 比 率

令和６年度 令和５年度

100.02

単位

100   ％

0.98 1.08

120.70 130.02％

％

％ 0.00

68.98

％

経 常 利 益

0   
純 利 益

令和４年度
分　　　　　析

算　　　　　式

69.34

100   

0   

営業費用－受託工事費用

平 均 総 資 本
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 析    表　　（　そ　の　２　）

12,685,926

0
×100 総収益のうち純利益となったものの割合を示すものである。

×100
0

×100
12,685,926

12,685,926

×100
営業収益に対する累積欠損金の状況を表すもので、累積欠損金が発生し
ていないことを示す０％であることが求められる。

8,097,466

5,399,643

2,006,106

60,901,936
×100

下水道使用料に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を示
すものである。

5,286,335
×100

下水道使用料で回収すべき経費をすべて使用料で賄えているかを示すも
ので、100％以上であることが必要である。

792,374 企業債等に対する支払利息の割合で、資金調達のための負債に対して支
払う支払利息の利率の高低を示すもので、比率が低いほど低廉の資金を
使用していることを示す。

経常収益（総収益－特別利益）と経常費用（総費用－特別損失）を対比
したものであり、経常的な収益と費用の相対的な関連を示すものであ
る。

×100

下水道使用料に対する企業債元利償還金の割合を示すもので、比率は低
いほど良い。

5,650,541

×100

×100

81,054,036

6,380,813

5,286,335

×100

12,685,926

12,685,926

8,097,466

11,772,250

(218,594,738+215,623,997)÷2

説　　　　　　　　　　　　　　　　　　明

業務活動によってもたらされた営業収益とそれに要した営業費用とを対
比して、営業活動の能率を示すものであり、これによって経営活動の成
否が判断されるものである。

総収益と総費用を対比したものであり、収益と費用の相対的な関連を示
すものである。

企業に投下された資本の総額とそれによってもたらされた利益とを比較
したものである。

方　　　　　法

基 礎 金 額（千円）
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